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緑膿菌は， 表層水
１～５）
， 土壌

６’７｝， ヒトおよび動物の糞便
８‐１１）
， 植物体表面等に広く分布しているこ

とが知られていて１２－１４）， これらが汚染源として重要であることが示唆されている
１５・１６｝， 河川水中緑

膿菌は，河口域，都市域等において高率に分離される
４．６）， ただし，本菌が河川水の常在菌であるかど

うかについては不明である１７），

旭川市街を貫流するすべての河川は， 同市周囲の山地に水源をもち， 比較的短い流程の後， 旭川

周辺又は市内で合流し， 神居古揮を通過し石狩平野に流出する． このように， これらの河川は人口

密度の極めて小さな地域に源を発し， 極めて大きな地域を通過するという特徴をもち， 河川水の汚

（１３）
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染が顕著に現われると思われる，
著者は， これら水系を調べることによって緑膿菌による河川水汚染の状況を把握し， 河川水汚染

の指標として用いられている大腸菌群数との比較検討を試みた，

材料および方法

１． 採水地点

　

石狩川支流である牛朱別川および美瑛川において採水を行った，

　

牛朱別川における採水地点は， 上流から， 米飯橋， 瑞穂橋， 追分橋， 香取橋， 功橋， 日の出橋，
新橋および江神橋であった． 米飯橋は牛朱別川支流である米飯川最上流に位置し， 更に上流には原

野および山林が広がり人家はない． 瑞穂橋， 追分橋および香取橋は東旭川町に属し両側には山地に

さえぎられた狭い水田地帯が広がっている， 功橋付近から旭川市市街部となり， 日の出橋および新

橋は旭川市街地中心部に位置している．

　

美瑛川水系においては， 上流から， 五稜橋， 丙号橋， 寿橋， 新開橋， 両神橋および江神橋の順に

採水を行なった． 美瑛橋は美瑛市街外れに位置し， 市街を通過した美瑛川は， 直ちに両岸を山地に

はさまれた狭い谷間を流れてゆく． 五稜， 丙号および寿の３橋は， 牛朱別川における瑞穂橋および

追分橋同様狭い水田地帯に位置し， 新開橋は西神楽市街地付近に， 両神橋は石狩川へ美瑛川が合流

する直前の旭川市街地に位置する．

　

江神橋は上記２水系共通の採水地点である． 旭川市内で合流した３つの支流を集めた石狩川は，
この橋の下流で神居古遣を通過し石狩平野へ流出する．

　

２， 採水方法および日時と天候

　

各採水地点の橋の上から滅菌採水びんを河水面ほぼ中央部へ落下させて検水を採取した， 採水日

は牛朱別川水系においては，１９８５年１０月１２日，１０月２２日，１０月３０日および１１月６日であり，
美瑛川水系においては同年１１月２８日であった． 採水日の天候はそれぞれ快晴， 雨， 曇り， 曇りお

よび雪であった． 採水時間は９時から１３時の間であった．

３． 培

　　

地

　

ＮＡＣブイヨン培地，ＮＡＣ寒天培地，ＬＢ培地，ＢＧＬＢ培地，ＥＭＢ培地， キングＡおよびＢ培

地， グルコソ酸塩培地， チトクロームディスク， ツモソズクェソ酸ナトリウム培地， クリグラー確

認培地 （以上、、栄研化学株式会社′′）

　

４． 緑膿菌数

　

河川水中緑膿菌数は， 以下の方法によって算出した，

　

大腸菌群数を算出する最確数法に従って， 検水ｌｏｌｎＺずつを２倍濃度ＮＡＣブイヨン１ｏｍ′へ５

本ずつ接種，１培濃度ＮＡＣブイヨン１ｏｍ／ずつへｌｍ／ずつ５本接種，０．ｌｍ′ずつ５本接種し，
３７℃で４８時間培養した．
菌の発育が認められた試験管から，１白金耳量をＮＡＣ寒天平板培地へ接種し，コソラージ棒で塗

沫し，３７℃で２４時間培養を行なった．発育したコロニーを，１０～２０個釣菌し，緑膿菌の同定試験を

行なった， 緑膿菌が分離された試験管数から最確数を算出した．

（１４）



河川水中における緑膿菌および大腸菌群に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　

１５

　

５． 緑膿菌同定のための諸試験

緑膿菌同定のために以下の生物学的試験を行なった．

　

グラム染色， 鞭毛染色，４２℃における発育試験， グルコソ酸酸化試験， アルギニン水解試験， キ

ングＡおよびＢ培地による色素産生試験， オキシダーゼ試験， アシルァミダーゼ試験，ＯＦ培地に

よるグルコースおよびマニトールの分解試験， シモソズクェン酸ナトリウム培地によるクエン酸利

用試験， クリグラー培地でのブドウ糖非発酵性．

　

６． 大腸菌群数

ＬＢ培地，ＢＧＬＢ培地およびＥＭＢ培地を用いた推定，確認および完全試験を行ない，定型的な菌

を分離したサンプルを大腸菌群陽性とし， 最確数法によって検水ｌｏｏｍ′中の大腸菌群数を算出し

た．

結

　　　　　

果

　

１

　

牛朱別川水系

　

牛朱別川水系における１０月１２日から１１月８日までの４回の採水中の緑膿菌数および大腸菌群

数を， Ｆｉｇｕｒｅｌ～４に示す，

　　

１． １０月１２日

　

緑膿菌を検出した採水地点は香取橋， 日の出橋，新橋および江神橋の４ヵ所であった．ｌｏｏｍ／当

の緑膿菌数はそれぞれ２，１４，５および１７個であった． 上記以外の採水地点からは緑膿菌は検出で

きなかった．大腸菌群数は米飯橋で０，以後下流に向かうにつれて増加してゆき，瑞穂橋，香取橋お

よび功橋においてはそれぞれ４．９×１０，５．４×１０
２および３．３×１０

２であり， 日の出橋では急激に増加

して３．３×１０
５となり， 以後新橋では２．３×１０

４
， 江神橋においては３．５×１０

４個と漸減した，

　　

２． １０月２２日

　

緑膿菌は米飯橋， 瑞穂橋および追分橋の上流３地点を除く， 全採水地点で検出された， 緑膿菌数

が最大値を示したのは日の出橋においてであり， 香取橋， 功橋， 新橋および江神橋においてはそれ

ぞれ６，５，５および８個であった． 大腸菌群数は米飯橋において５個， 瑞穂橋， 追分橋および香取

橋においてそれぞれ２．３×１０
２
，４．３×１０

２および１．１×１０
３個と下流に向うに従って増加してゆき， 功

橋で若干減少した後，日の出橋において７，９×１０
４個と急激に増加し，以後下流に向うに従って減少

していった，

　　

３， １０月３０日

　

緑膿菌は米飯橋， 瑞穂橋および追分橋においては検出されなかった． 香取橋において５個検出し

たが， 功橋では検出できず， 日の出橋， 新橋および江神橋において， それぞれ２，５および１１個が

検出された． 大腸菌群数は米飯橋， 瑞穂橋および追分橋において， それぞれ２，４×１０２，３，５×１０
２お

よび１，６×１０
４と増加してゆき， 新橋において５．４×１０

５個と最大値に達した．

　

４． １１月６日

　

緑膿菌は日の出橋および江神橋においてのみ検出され，それぞれ１４および２個であった．大腸菌

群は米飯橋においては検出されなかったが， 瑞穂橋， 追分橋， 香取橋， 功橋， 日の出橋， 新橋およ

び江神橋においてそれぞれ， ２．４×１０
３
， １，８×１０

３
，４，６×１０

４
， １．４×１０

３
，１．７×１０

４
，４，９×１０

３および

（１５）
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２．６×１０
３個と比較的高い値を示した． ただし， 功橋におけ

る大腸菌群数はその上流の香取橋よりも減少し， 日の出橋

で増加， 以後， 新橋および江神橋においては減少というパ

ターンが認められた．

　

１１

　

美瑛川水系

美瑛川水系における１１月３０日の採水中の緑膿菌数およ

び大腸菌群数をＦｉｇｕｒｅ５に示す．美瑛川においては五稜橋

および江神橋の２ヵ所において， それぞれ２および８個の

緑膿菌を検出し， これ以外の採水地点では検出できなかっ

た，大腸菌群数は美瑛橋において１．７×１０
２個であり五稜橋

では２．０×１０個と減少したが， 以後丙号橋， 寿橋および新

開橋の各地点においてそれぞれ１，３×１０
２
，１．４×１０

２および

４．９×１０
２個とほぼ一定の値を示した． また， 旭川市街地内

の両神橋において３．３×１０
３個と急増し， 江神橋では１．３×

１０４個と更に高い値を示した．

　　　　　　　　　　　　

ｒＦｉｇ．５

考

　　　　　

察
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ｃｏｌｉｆｏｒｍｓ

　

ｉｎ

　

ｒｉｖｅｒ

　

ｗａｔｅｒｓ． Ｄａｔａ

　

ｉｌ

ｅａｃｈｓａｍｐｌｉｎｇ

　

ｐｏｉｎｔ

　

ｏｆ

　

Ｂｉｅｉｒｉｖｅｒ

　

ｏ１

３０

　

Ｎｏｖｅｍｂｅｒ，１９８４．

◎：Ｐ．αの，ば≠”。ｓα

　

０：Ｔｏｔａｌｃｏ．ｉｆｏｒｍミ

　

河川水中の緑膿菌数および大腸菌群数は， 牛朱別川水系においては， 米飯橋， 瑞穂橋および追分

橋では少なく， 一方日の出橋， 新橋および江神橋では上流地点に比べて常に高い数値を示した． 両

者の増減にはある程度の相関が認められる．

　

米飯橋は牛朱別川支流である米飯川水源の約６ｋｍ下流に位置しており， この地点の上流は米飯

山の森林地帯になっており人家又は耕作地はない， 瑞穂橋および追分橋付近は谷沿の水田を主体と

する田園地帯である，香取橋下流約８，５ｋｍの日の出橋および旭橋は旭川市中心部に位置し，両岸に

は人家および工場が広がっている． 江神橋は旭川市を貫流する， 牛朱別， 美瑛， 忠別の３河川の合

流した石狩川が流れる地点である．

　

美瑛川において緑膿菌が検出されたのは五稜橋および江神橋のみで， 他の地点では検出されな

かった．また，大腸菌群数は美瑛川から新開橋まで１０
２台のほぼ一定の値を示した．この値は牛朱別

川水系における田園地帯， すなわち米飯橋， 瑞穂橋および追分橋において得られた値にほぼ同じで

ある． 美瑛川水系は， 美瑛街以外の大規模な汚染源としては， 五稜橋の下に牧場があったが， その

影響はあまり現われてはいないように思われる，

　

以上のように人口希薄である原野又は田園地帯を通過する河川では冬期間緑膿菌はほとんど検出

されず， 大腸菌群についても市街部に比較して数は少ない傾向が認められる． また， 牛朱別川水系

において旭川市街地のほぼ境界に位置する功橋と日の出橋を比較すると， 両菌種ともに市街地であ

る日の出橋の方が多い，香取橋では，４回の採水中３回緑膿菌が分離されている．この地点は，米飯

川沿の集落の下流にあたる，

　

大腸菌群数については， 天候は分離数に関係なく， 積雪時の分離数も非積雪時と同じ傾向を示し

ている，水源地から約６ｋｍ下流の米飯橋でも１０月３０日，５，４×１０
２個の大腸菌群を検出したことは

興味深い， また， 美瑛川水系においては， 美瑛橋から新開橋に致るまで， ほ
ぼ一定の値を示してい

（１８）
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これらのことは， 河川水中の緑膿菌数は人間活動と密接に関連していることを示す， また， 冬期

間には， 河川水中の緑膿菌は大腸菌群よりもよく人間活動を反映しているものと思われる．

市街地を流れる河川水中で緑膿菌および大腸菌群が増加することの理由は不明である． 河川水の

汚染源として重要と思われるものは表土であろう，

１０月２２日，採水時の天候は雨で降水量０．ｏｍｍ，前日には８，ｏｍｍの降水量であった，この日香

取橋下流の全地点で緑膿菌を分離しその数は他の採水時よりも若干多かった． 他の採水日は雨で

あっても降水量は少なく緑膿菌数も少ない． また積雪時の河川水中緑膿菌数は日の出橋および江神

橋ともに少なかった． このように， 河川水中緑膿菌数は雨による影響を受けるのかもしれない。 す

なわち， 雨により表土が河川水中へ流入した可能性がある． ただし， 上流である米飯橋， 瑞穂橋お

よび追分橋においてはいずれの採水日にも緑膿菌は検出できず， 都市部には緑膿菌数を増加させる

要因があると考えられる，

要

　　　　　　

約

旭川市およびその近郊の河川水中の緑膿菌数および大腸菌群数を調べた． 緑膿菌数が最大値を示

したのは１０月２２日， 日の出橋においてであり， その数は２１／ｌｏｏｍ
‘であった， 米飯橋， 瑞穂橋お

よび追分橋では４回の測定で一度も検出されなかった． 大腸菌群数が最大値を示したのは１０月３０

日，新橋においてであり，その数は５，４×１０
５／ｌｏｏｍＺであった，都市領域において採取した河川水中

の緑膿菌数および大腸菌群数は， 郊外で採取したそれに比較して， ともに多かった． 河川水中にお

ける緑膿菌と大腸菌群の増減には， ある程度の相関が認められた．
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